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月
最
初
の
日
曜
日
、
や
す
ら
ぎ
を
利
用
す

る
高
齢
者
の
た
め
に
、
羽
幌
町
民
吹
奏
楽

団
が
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は　

名
の
演
奏
者
た
ち
で
演
歌
や
歌
謡

１４

曲
な
ど
計
６
曲
が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ

た　

名
を
超
え
る
フ
ァ
ン
は
唄
を
口
ず
さ
み
大

４０
き
な
拍
手
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仮
装
し
た
や
す
ら
ぎ
職
員
が
『
ヒ
ゲ

ダ
ン
ス
』
や
『
歌
謡
シ
ョ
ー
』
で
さ
ら
に
会
場

を
盛
り
上
げ
、
数
回
の
ア
ン
コ
ー
ル
も
あ
り
盛

大
な
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。
（
７
月
１
日
）

園
以
来　

回
目
と
な
る
学
園
祭
が
開

３５

催
さ
れ
、
屋
外
コ
ン
サ
ー
ト
や
屋
台

の
出
店
に
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
園
利
用
者
の
手
で
造
ら
れ
た

木
工
品
や
花
苗
な
ど
も
販
売
。
ビ
ー
ル
片

手
に
焼
鳥
を
焼
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
お
茶

会
を
楽
し
む
来
園
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
（
７
月
１
日
）

開 初
山
別
学
園
・
風
連
別
学
園

　

〜
合
同
学
園
祭
〜

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
マ
ス

コ
ッ
ト
『
Ｂ
・
Ｂ
』
が
、
全
道
の
市
町
村

を
訪
問
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
２
１
２
物
語
」

の
撮
影
隊
が
初
山
別
村
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
交
流
会
で
は
、
『
Ｂ
・
Ｂ
』
の
登
場
を
心

　

待
ち
に
し
て
い
た　

名
を
超
え
る
フ
ァ
ン
が

５０

集
い
、
１
人
１
人
と
サ
イ
ン
や
握
手
、
記
念
撮

影
な
ど
を
行
い
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

（
７
月
４
日
）

北

７ 月のこ んなこ とあんなこ と

７

隠

や
す
ら
ぎ
利
用
者
に
贈
る
〜

　

羽
幌
町
民
吹
奏
楽
団
演
奏
会

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
Ｂ
・
Ｂ

　

《
初
山
別
村
地
域
交
流
会
》

�
�
�
�
�
��

�
	
�
�
�

�
�
�
�
�
��

�
	
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
	


�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
	


�

�
�
�
�
�
��

�
	


�
�

�
�
�
�
�
��

�
	


�
�

�
�

�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
	



韻

の
日
を
控
え
、
村
民
に
広
く
呼
び
掛
け

ら
れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
７

日
午
前
に
豊
岬
海
水
浴
場
の
清
掃
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

朝
９
時
か
ら
始
ま
っ
た
清
掃
作
業
で
は
、

早
朝
か
ら
作
業
を
始
め
て
い
た
自
衛
隊
員
の

協
力
も
あ
り
、
１
時
間
ほ
ど
で
ゴ
ミ
や
流
木

が
撤
去
さ
れ
、
綺
麗
な
砂
浜
に
戻
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
れ

た
村
民
に
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
イ
レ
ー
ジ
の

ポ
イ
ン
ト
１
点
（
５
円
相
当
）
が
付
与
さ
れ

ま
す
。
（
７
月
７
日
）

海

Ａ
オ
ロ
ロ
ン
を
構
成
す
る
３
町
村
の
小
麦
生

産
を
担
う
重
要
拠
点
と
し
て
、
平
成　

年
度
に

１９

建
築
さ
れ
て
い
た
施
設
に
、
国
の
直
轄
事
業
に
よ
り

新
た
な
設
備
が
建
設
さ
れ
竣
工
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
遠
別
町
長
・
羽
幌
町
副
町
長
な
ど
関

係
者
が
出
席
す
る
な
か
、
長
谷
川
代
表
理
事
組
合
長

か
ら
「
地
域
農
業
の
振
興
と
向
上
に
貢
献
で
き
る
施

設
」
と
挨
拶
し
、
宮
本
村
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

本
施
設
の
稼
働
に
よ
り
、
不

純
物
の
除
去
や　

保
管
中
の
品

質
低
下
を
防
ぐ
な
ど
、
良
質
な

小
麦
生
産
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

（
７
月
４
日
）

Ｊ

の
小
学
生
が
、
自
ら
の
手
で
ホ
タ
ル
の
幼
虫

を
放
流
す
る
事
業
が
始
め
ら
れ
て　

年
が
経

１４

ち
ま
し
た
。

　

今
年
の
放
流
式
に
は
、
初
山
別
小　

名
・
豊
岬

３７

小
５
名
の
児
童
が
出
席
し
、
綺
麗
に
光
る
成
虫
と

な
っ
て
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
と
祈
り
な
が
ら
、
解

き
放
ち
ま
し
た
。

　

例
年
で
は
、
お
盆
の
前
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る

観
賞
会
で
、
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
る
と

よ
い
で
す
ね
。
（
７
月
６
日
）

村

小
麦
乾
燥
調
整
貯
蔵
施
設

　

《
竣
工
式
・
祝
賀
会
》

 
ホ
タ
ル
自
然
の
沢
《
放
流
式
》

豊
岬
海
水
浴
場
清
掃
事
業

センセー質問 ！
オスとメスはどう
違うんですかぁ？



災
時
の
消
火
や
救
助
活
動
の
技

術
向
上
を
目
的
に
、
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
技
能
訓
練
大
会
に
消
防

初
山
別
支
署
の
職
員
２
名
と
消
防
団

員
８
名
が
出
場
し
、
好
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　

わ
ず
か

５
日
間
と

短
い
訓
練
期
間
で
し
た
が
、
迅

速
か
つ
丁
寧
な
装
備
器
具
の
操

作
や
ロ
ー
プ
の
結
束
、
隊
員
の
息

の
合
っ
た
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露

し
て
い
ま
し
た
。（
７
月
１
日
）

吋

工
会
青
年
部
が
中
心
と
な
っ
て
、
村
の
短
い

夏
を
楽
し
も
う
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場

に
て
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

盛
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き

に
、
地
域
住
民
の
交
流
の

場
を
つ
く
ろ
う
と
始
め
ら

れ
た
こ
の
事
業
は
今
年
６

回
目
を
数
え
、
参
加
者
た

ち
は
冷
え
た
生
ビ
ー
ル
を

飲
み
な
が
ら
、
抽
選
会
な

ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
７
月　

日
）

２１

知
管
内
の
新
十
津
川
町

か
ら
、
先
進
の
行
政
を

視
察
す
る
た
め
、
町
議
会
議

長
を
は
じ
め
９
名
の
視
察
団

が
来
村
し
ま
し
た
。

　

視
察
団
は
、
生
活
支
援　

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
最
新
の
教

材
を
導
入
し
た
授
業
、
携
帯
電
話
メ
ー
ル
を
活
用

す
る
防
災
対
策
や
高
齢
者
見
守
り
支
援
な
ど
、
熱

心
に
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。（
７
月　

日
）

２５

● ７月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

やすらぎ～羽幌町民吹奏楽団演奏会
第２２回北留萌消防組合
　技能訓練大会（羽幌町）
初山別・風連別学園　合同学園祭

１掌

乳幼児歯科栄養教室
第３回星空観察会

２捷

小麦乾燥調整貯蔵施設竣工式・祝賀会
北海道日本ハムファイターズＢＢ交流会

４昌

ホタル放流式６晶

豊岬海水浴場清掃事業７松

初山別稲荷神社例大祭 ～１３日（金）１１昌

なんでも体験クラブ（沖釣り）１６捷

第１回初山別村特別支援教育
連携会議専門部会

１７昇

第１回初山別村地域担い手育成
　総合支援協議会総会
入札
ほしっこくらぶ

１８昌

なんでも体験クラブ（めざせ消防士）
第６回夕涼みビアガーデン事業

２１松

乳幼児健診
献血

２３捷

ラウンドテーブルミーティング ｉ ｎ 初山別
第２回子ども生け花教室ポピークラブ

２４昇

新十津川町議会先進地視察２５昌

広域火葬場始動式
予防接種

２６昭

旭川龍谷高校吹奏楽部
ミニコンサート合宿～２９日（日）
道立教育研究所連携セミナー

２７晶

木工教室２８松

交通死亡事故ゼロ５，０００日達成日２９掌

交通安全村民総決起大会３１昇

 
第
６
回
夕
涼
み
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

新
十
津
川
町
議
会
先
進
地
視
察　

　

《
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
》

商空

ど
も
が
憧
れ
る
代
表
的
な
職
業
の
ひ

と
つ
『
消
防
士
』
の
仕
事
を
体
験
し

よ
う
と
村
内
児
童
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

体
験
を
希
望
し
た
５
名
の
児
童
は
、
消

防
署
の
見
学
と

消
防
の
仕
事
の

説
明
を
受
け
た

あ
と
、
消
火
器

の
使
い
方
や
放

水
体
験
、
人
工

呼
吸
の
方
法
を

勉
強
し
ま
し
た
。

（
７
月　

日
）

２１

子 な
ん
で
も
体
験
ク
ラ
ブ

　

《
め
ざ
せ
消
防
士 

編
》

第　

回
北
留
萌
消
防
組
合

２２

　

《
技
能
訓
練
大
会
》

火�
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川
龍
谷
高
校
の
吹
奏
楽
部
員
が
、
今
年
も
初

山
別
村
へ
合
宿
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　

日
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

２７
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
向
け
の
楽
曲
や
コ
ン
ク
ー

ル
向
け
の
本
格
的
な
も
の
な
ど
計
８
曲
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
（
７
月　

日
）

２７

右

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
北
海

道
の
各
振
興
局
長
な
ど
が
市
町
村
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
と
気
さ
く
に
意
見
交
換
を
行
う
取
り
組

み
が
実
施
さ
れ
、
竹
谷
千
里
留
萌
振
興
局
長
と
村

の
各
種
事
業
の
代
表
者
４
名
、
宮
本
村
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
地
域
を
取
り
巻
く
様
々
な
課

題
の
解
決
や
活
性
化
に
対
す
る
意
見
が
多
数
出
さ

れ
、
振
興
局
長
は
終
わ
り
に
「
有
意
義
な
意
見
交

換
が
で
き
た
。
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（
７
月　

日
）

２４

活

旭

 
ま
な
す
聖
苑
と
名
称
が
決
定
し
、
８
月
１

日
か
ら
供
用
が
開
始
さ
れ
る
広
域
火
葬
場

が
始
動
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

「
人
生
の 
終
焉 
の
場
」
と
し
て
新
し
く
な
っ
た

し
ゅ
う
え
ん

火
葬
場
に
は
、
火
葬
炉
２
基
の
ほ
か
に
ペ
ッ
ト

用
も
１
基
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

（
７
月　

日
）

２６

　

な
お
、
施
設
使
用
に
あ
た
り
、
注
意
事
項
な

ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
は
、

▼
羽
幌
町
外
２
町
村
衛
生
施
設
組
合

　

緯　

倆

１
０
０
１

６８

▼
役
場
住
民
課　

戸
籍
住
民
係

　

緯　

倆

２
２
１
１　

６７

　

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

は 広
域
火
葬
場

　

《
は
ま
な
す
聖
苑 

始
動
式
》

旭
川
龍
谷
高
校
吹
奏
楽
部

　

《
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
合
宿
》

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

ミ
ー
テ 
ィ
ン
グ 　
 

初
山
別

ｉｎ
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月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
み
ず
あ
そ
び

　
　

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び

　
　
　

で
し
た
。
（
７
月　

日
）

１８

成　

年　

月　

日
を
最
後
に
、
村
で
の
交
通
死

１０

１１

１９

亡
事
故
は
５
０
０
０
日
間
発
生
し
て
お
ら
ず
、

７
月
末
現
在
も
記
録
を
更
新
中
で
す
。

　

過
去
、
初
山
別
村
で
の
最
長
記
録
は
、
昭
和　

年
９

４０

月
か
ら
昭
和　

年　

月
ま
で
の
４
５
８
５
日
で
し
た

５２

１１

が
、こ
の
記
録
達
成
を
記
念
し
て
総
決
起
大
会
が
開
催

さ
れ
、
さ
ら
な
る
記
録
更
新
を
目
指
し
村
民
一
丸
と

な
っ
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
（
７
月　

日
）

３１

年
も
の
間
担
が
れ
て
き
た
と
語
り
継
が
れ
る

初
山
別
稲
荷
神
社
の
御
神
輿
が
今
年
新
造
さ

れ
、
子
ど
も
御
神
輿
と
天
狗
、
御
獅
子
が
市
街
地

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

本
祭
り
当
日
は
、
不
運
に
も
天
候
に
恵
ま
れ
ず

１
時
間
ほ
ど
早
い
宮
入
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
１

世
紀
ぶ
り
に
新
し
く
な
っ
た
御
神
輿
を
ひ
と
目
観

よ
う
と
多
く
の
観
衆
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

（
７
月　

日
）

１２

宇

今次
回
、
８
月　

日
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら

２２

ぶ
」
は
、

　

☆
そ
と
あ
そ
び

　

☆
よ
み
き
か
せ

　

の
予
定
で
す
。
楽
し
み
に
し
て
て
く

だ
さ
い
ね
。

☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
７
月
号
」

百 初
山
別
稲
荷
神
社
〜
例
大
祭

平 交
通
事
故
死
ゼ
ロ

５ 
０ 
０ 
０ 
日
達
成
《
総
決
起
集
会
》



烏

◎
食
中
毒
に

気
を
つ
け
ま
し
よ
う
！

　

気
温
や
湿
度
が
高
く
な
る

と
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
家
庭
で
で
き
る

食
中
毒
予
防
を
紹
介
し
ま
す

の
で
、
十
分
に
注
意
し
て
下

さ
い
。

★
食
中
毒
予
防

　
　

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
食
品
の
購
入

・
消
費
期
限
な
ど
の
チ
ェ
ッ

ク
・
肉
・
魚
は
そ
れ
ぞ
れ

分
け
て
包
む
。
で
き
れ
ば

保
冷
剤
な
ど
と
一
緒
に
。

・
寄
り
道
し
な
い
で
ま
っ
す

ぐ
帰
る
。

②
家
庭
で
の
保
存

・
帰
っ
た
ら
す
ぐ
冷
蔵
庫
へ
。

・
入
れ
る
の
は
７
割
程
度
。

・
冷
蔵
庫
は　
 

℃ 
以
下
に
維

１０

持
。

・
冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス　

℃
１５

以
下
に
維
持
。

・
肉
・
魚
は
汁
が
も
れ
な
い

よ
う
に
包
ん
で
保
存
。

③
下
準
備

・
冷
凍
食
品
の
解
凍
は
冷
蔵

庫
で
。

・
タ
オ
ル
や
ふ
き
ん
は
清
潔

な
も
の
に
交
換
。

・
包
丁
な
ど
の
器
具
、
ふ
き

ん
は
洗
っ
て
消
毒
。

・
肉
・
魚
を
切
っ
た
ら
ま
な

板
は
洗
っ
て

熱
湯
を
か
け

て
お
く
。

・
ゴ
ミ
は
こ
ま

め
に
捨
て
る
。

・
こ
ま
め
に
手
を
洗
う
。

・
野
菜
も
よ
く
洗
う
。

・
肉
・
魚
は
生
で
食
べ
る
も

の
か
ら
離
す
。

④
調
理

・
作
業
前
に
手
を
洗
う
。

・
台
所
は
清
潔
に
。

・
加
熱
は
十
分
に
（
め
や
す

は
中
心
部
分
の
温
度
が　
７５

℃ 
で
１
分
間
以
上
）

・
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
時
は

均
一
に
加
熱
さ
れ
る
よ
う

に
す
る
。

・
調
理
を
途
中
で
や
め
た
ら

　

食
品
は
冷
蔵
庫
へ
。

⑤
食
事

・
食
事
の
前
に
手
を
洗
う
。

・
盛
り
つ
け
は
清
潔
な
器
具
、

食
器
を
使
う
。

・
長
時
間
室
温
に
放
置
し
な

い
。

⑥
残
っ
た
食
品

・
作
業
前
に
手
を
洗
う
。

・
手
洗
い
後
、
清
潔
な
器
具
、

容
器
で
保
存
。

・
早
く
冷
え
る
よ
う
に
小
分

け
す
る
。

・
温
め
な
お
す
と
き
は
十
分

に
加
熱
す
る
。（
め
や
す
は

　

℃ 
以
上
）

７５
・
時
間
が
経
ち
過
ぎ
た
り
、

ち
ょ
っ
と
で
も
怪
し
い
と

思
っ
た
ら
、
思
い
切
っ
て

捨
て
る
。

（
保
健
師　

大
水
）

平成２４年度　自衛官募集
試験会場試　　　験　　　日受付締切資　　格募　集　種　目

旭川
・

留萌
受付時にお知らせします。

年間を通じ
行っています。

１８歳以上

２７歳未満

男子３・４月

採　 用

自 衛 官

候 補 生
旭川９月２３日～２６日のいずれか一日

９月７日

女子

留萌１次：９月１７日、２次：１０月４日～１１日一 般 曹 候 補 生

旭川

１次：９月２２日、２次：１０月１３日～１８日
３次：１１月１０日～１２月１３日

高卒（見込含）
２１歳未満

航 空 学 生

１次：１０月２０日
２次：１１月１７日・１８日

１０月１日

高卒（見込含）
２４歳未満

看 護 学 生

１次：１１月１０日・１１日
２次：１２月１１日～１５日

高卒（見込含）
２１歳未満

防 衛 大 学 校

●試験科目は、募集種目により異なります。細部はお問い合わせください。
●お問い合わせ先　○自衛隊留萌地域事務所　Tel ０１６４－４２－４６５０

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



〜
税
関
で
は
戦
後
、
海
外
か
ら
引

き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら

お
預
か
り
致
し
ま
し
た
、
約　
８７

万
件
の
下
記
の
よ
う
な
未
返
還

の
保
管
証
券
類
を
お
返
し
し
て

お
り
ま
す
。

●
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地

の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
・
証
券
。

●
帰
国
前
に
樺
太
（
真
岡
、
大
泊
、

豊
栄
、
留
多
加
な
ど
）、
満
州

（
瀋
陽
、
吉
林
、
撫
順
、
鞍
山

な
ど
）
に
あ
っ
た
在
外
公
館
、

日
本
人
自
治
会
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
等
の
う
ち
日
本
に

返
還
さ
れ
た
も
の
。

【
保
管
証
券
類
と
は
…
】

　

税
関
が
保
管
し
て
い
る
通

貨
・
証
券
類
に
は
、
携
帯
輸
入

が
禁
止
さ
れ
た
一
定
額
を
超
え

た
も
の
に
つ
い
て
上
陸
港
で
引

揚
者
か
ら
税
関
が
預
か
っ
た

『
上
陸
港
扱
い
の
保
管
物
件
』
。

外
地
か
ら
の
引
き
揚
げ
の
際
、

在
外
公
館
又
は
日
本
人
自
治
会

へ
寄
託
さ
れ
、
最
終
的
に
税
関

に
移
管
さ
れ
た
『
外
地
扱
い
の

保
管
物
件
』
が
あ
り
ま
す
。

▼
返
還
の
請
求
は
ご
本
人
だ
け
で

な
く
ご
家
族
の
方
々
で
も
構
い
ま

せ
ん
。『
も
し
か
し
た
ら
家
に
も

…
』
と
お
気
付
き
の
方
は
、
お
気

軽
に
最
寄
り
の
税
関
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
函
館
税
関
監
視
部

　
　

統
括
監
視
官
部
門

　

〒
０
４
０
倆

８
５
６
１

　

函
館
市
海
岸
町　

番
４
号

２４

　
　

函
館
港
湾
合
同
庁
舎

緯

０
１
３
８
倆

　

倆

４
２
４
４

４０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
               

〜 

災
害
に
備
え
て
安
心

　
　
　
　
 

我
が
家
の
防
災 

〜

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど

の
よ
う
に
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。

　

突
然
や
っ
て
く
る
災
害
か
ら
身

を
守
る
た
め
、
普
段
か
ら
災
害
に

対
す
る
備
え
を
し
っ
か
り
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
、

○
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た

と
き
の
集
ま
る
場
所
や
連
絡
の

方
法

○
市
町
村
が
指
定
し
て
い
る
避
難

場
所

○
災
害
時
に
持
ち
出
す
家
族
の
大

切
な
も
の
な
ど
を
家
族
全
員
で

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
が
発
生
し
、
市
町
村
長
か

ら
避
難
の
指
示
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
は
、
ま
ず
落
ち
着
い
て
行
動
し
、

市
町
村
職
員
や
警
察
官
の
指
示
に

従
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
避
難
の
た
め
に
車
は
使

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

車
を
運
転
中
に
大
地
震
に
遭
っ

た
と
き
に
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
あ
わ
て
ず
に
車
を
道
路
の
左
側

に
止
め
て
く
だ
さ
い
。

○
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
地
震

情
報
、
被
害
情
報
、
道
路
情
報

を
確
認
し
て
行
動
し
て
く
だ
さ

い
。

○
車
は
、
で
き
る
だ
け
道
路
以
外

の
場
所
に
移
動
し
て
駐
車
し
て

く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
道
路
に
駐
車
し
た

ま
ま
避
難
す
る
と
き
は
、
道
路

の
左
側
に
寄
せ
、
エ
ン
ジ
ン
を

止
め
、
窓
を
閉
め
、
エ
ン
ジ
ン

キ
ー
を
付
け
た
ま
ま
に
し
、
ド

ア
ロ
ッ
ク
は
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

○
通
行
止
め
な
ど
の
交
通
規
制
が

行
わ
れ
て
い
る
と
き
は
、
現
場

の
警
察
官
、
道
路
管
理
者
の
指

示
に
従
っ
て
行
動
し
て
く
だ
さ

い
。

羽

○
戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚

げ
て
来
ら
れ
た
方
々
へ

○
防
災
意
識
の
高
揚
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迂

〜 

親
の
義
務

　
　
 

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が

　
　
　
　
　
　
　
 

子
を
守
る 

〜

【
少
年
向
け
】

○
家
出
は
危
険
！

・
家
出
を
す
る
と
、
お
金
に
困
り
、

万
引
き
な
ど
の
犯
罪
を
犯
し
た

り
、
暴
力
団
な
ど
に
引
き
込
ま

れ
、
犯
罪
の
被
害
者
に
な
る
な

ど
の
可
能
性
が
高
く
、
非
常
に

危
険
で
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
危
険
が

い
っ
ぱ
い
！

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
に

は
、
あ
な
た
の
心
の
ス
キ
を

狙
っ
た
恐
ろ
し
い
罠
が
潜
ん
で

い
ま
す
。
気
軽
に
出
会
い
系
サ

イ
ト
を
利
用
す
る
と
性
的
な
被

害
に
遭
っ
た
り
、
凶
悪
な
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
絶
対
に
利
用
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
出
会
い
系
サ
イ
ト
以
外
の
ゲ
ー

ム
サ
イ
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ

イ
ト
を
利
用
し
て
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
た
り
、
性
的
な
被
害
に

遭
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
出

会
い
系
サ
イ
ト
以
外
の
サ
イ
ト

で
も
知
ら
な
い
人
と
は
絶
対
に

会
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

【
保
護
者
向
け
】

○
非
行
防
止
は
あ
な
た
の
家
庭
か

ら
！

・
家
庭
は
最
も
身
近
な
社
会
で
す
。

社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守

ら
せ
、
善
悪
の
け
じ
め
を
つ
け

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
、

家
庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
や
情
報

モ
ラ
ル
に
つ
い
て
親
子
で
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ん
な
兆
候
は
要
注
意
！

・
行
先
を
言
わ
ず
に
外
出
し
た
り
、

帰
宅
時
間
が
不
規
則
に
な
り
、

夜
遊
び
や
外
泊
が
多
く
な
っ
た
。

・
親
に
隠
れ
て
長
時
間
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
り
、
知
ら

な
い
人
か
ら
メ
ー
ル
が
届
く
よ

う
に
な
っ
た
。

○
子
ど
も
の
携
帯
電
話
に
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
！

　

子
ど
も
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る

た
め
に
、
子
ど
も
の
携
帯
電
話
に

有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制

限
で
き
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
羽
幌
警
察
署
）

　

平
成　

年
７
月
か
ら
、
村
内
視

１１

察
や
管
内
外
の
出
張
に
使
用
さ
れ

て
き
た
ト
ヨ
タ
ガ
イ
ア
に
代
わ
り
、

ホ

ン

ダ

ス

テ
ッ
プ
ワ
ゴ

ン
（
ア
イ
ド

リ

ン

グ

ス

ト
ッ
プ

付
）

が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。

▼
バ
ス
待
合
所
の
照
明
に
つ
き
ま

し
て
は
、
７
月　

日
付
け
の
お

１１

知
ら
せ
版
に
て
、
防
犯
等
の
理

由
か
ら
節
電
対
策
を
行
わ
な
い

旨
の
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
し

た
が
、
夏
期
の
電
力
供
給
ひ
っ

迫
に
よ
る
計
画
停
電
が
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
と

お
り
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力

▼
少
年
相
談
１
１
０
番

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
倆

６
７
７
倆

１
１
０

　

（
８
：　

〜　

：　

）

４５

１７

３０

○
少
年
非
行
、
い
じ
め
、
犯
罪

被
害
、
児
童
虐
待
等
の
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

○
お
近
く
の
警
察
署
・
交
番
・

駐
在
所
で
も
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

○
悩
ん
だ
り
、
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
相
談

し
て
下
さ
い
。

○
少
年
の
家
出
と
少
年
の

福
祉
を
害
す
る
犯
罪
被

害
の
防
止

○
役
場
公
用
車
の

　
　

ご
紹
介
（
総
務
課
車
）

○
村
内
バ
ス
待
合
所

　

節
電
対
策
の
お
知
ら
せ
。



を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
各
待
合
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

照
明
器
具
を
乗
客
が
い
る
場
合

に
の
み
点
灯
す
る
よ
う
「
人
感

セ
ン
サ
ー
付
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
」
に

交
換
し
、
消
費
電
力
を
抑
え
ま

す
。（
バ
ス
を
待
つ
乗
客
が
い
な

い
場
合
は
自
動
的
に
消
灯
し
て

い
ま
す
）

▼
以
前
の
自
治
会
向
け
ア
ン
ケ
ー

ト
で
照
明
器
具
を
必
要
と
し
な

い
旨
回
答
さ
れ
た
待
合
所
は
、

計
画
停
電
の
予
定
期
間
中
に
限

り
電
球
を
撤
去
し
ま
す
。

※
村
内
バ
ス
待
合
所
に
関
す
る
ご

意
見
ご
要
望
は
、
総
務
課
企
画

振
興
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し

た
ら
、
迷
惑
メ
ー
ル
が
増
え
た
？
】

▼
村
が
配
信
し
て
い
る
情
報
は
、

一
般
的
な
携
帯
用
の
メ
ー
ル
で

は
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
を

利
用
し
て
登
録
者
に
配
信
し
て

い
ま
す
。

▼
急
に
迷
惑
メ
ー
ル
が
増
え
た
と

感
じ
て
い
る
方
は
、
ご
自
身
の

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
設
定
が
、

全
て
の
メ
ー
ル
を
受
け
取
る
設

定
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
心
当
た
り
方
は

ご
利
用
中
の
携
帯
電
話
会
社
の

シ
ョ
ッ
プ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
迷
惑
メ
ー
ル
の
拒
否
設
定
に
つ

い
て
は
大
き
く
分
け
て
２
種
類

あ
り
ま
す
。

①
受
信
し
た
い
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

の
み
登
録
す
る

②
拒
否
し
た
い
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

の
み
登
録
す
る
。

※
迷
惑
メ
ー
ル
は
無
数
に
存
在
し

ま
す
の
で
、
操
作
に
自
信
の
な

い
方
は
受
信
し
な
い
設
定
を
前

提
に
、
必
要
な
メ
ー
ル
だ
け
を

受
け
取
る
①
番
の
設
定
を
お
勧

め
し
ま
す
。

▼
ご
契
約
中
の
携
帯
電
話
会
社
の

シ
ョ
ッ
プ
で

「
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
を
一
括
拒

否
し
た
い
。
ま
た
、
役
場
か
ら
の

メ

ー
ル
を

受

信

す
る
た
め

 
 
   
  
 
 
  
 
   

を

登

録
し
た
い
」と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
設
定
を
変
更
す
る
た
め
に
は
、

自
身
が
設
定
し
た
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
暗
証
番
号
（
４
桁
）
」
が

必
要
で
す
。

※
な
お
、
村
が
貸
与
し
て
い
る
携

帯
電
話
で
は
、
生
活
支
援
シ
ス

テ
ム
以
外
の
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル

は
受
信
な
い
よ
う
に
、
予
め
制

限
を
設
け
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

（
ご
家
族
や
ご
友
人
な
ど
と
は

メ
ー
ル
が
出
来
る
よ
う
、
携
帯

用
メ
ー
ル
に
は
制
限
を
設
け
て

い
ま
せ
ん
。）

茨

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

を
携
帯
カ
メ

　

ラ
で
撮
影

芋

メ
ー
ル
の
送

信
画
面
が
表

示
さ
れ
た
ら
、
自
分
の
お
名
前

を
入
力
し
て
送
信
。

鰯

申
込
み
手
続
き
が
完
了
で
す
。

雨

○
村
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム

　

の
上
手
な
使
い
方

○
広
報
し
ょ
さ
ん
べ
つ

　
　
　
　
　

訂
正
と
お
詫
び

７
月
号
の　

ペ
ー
ジ
中
、

１２

●
今
月
の
主
な
行
事
予
定

　

誤　

７
月　

日
（
日
）
星
祭
り

２９

　

正　

８
月　

日
（
土
）
星
祭
り

１８

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
役
場　

企
画
振
興
係
）

☆防犯教室の参加者募集中☆
◆と　き　

　８月２１日（火）午後３時００分～４時３０分

◆ところ　初山別自然交流センター

◆問合せ　

　羽幌警察署生活安全係（緯 ６ ２崖１ １ １ ０）

　初山別村役場庶務係　 （緯 ６ ７崖２ ２ １ １）

◆参加料　無料（どなたでも参加できます）

●
村
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
へ

の
携
帯
メ
ー
ル
登
録
は
と

て
も
簡
単
で
す
。

「ＱＲコード」
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卯

転　　入

７／２　本　間　壽美子（　栄　）

７／２０　星　野　彰　一（豊　岬）

おくやみ

７／１８　佐　藤　セ　ツ

８３歳（初山別）

７／３０　土　門　洋　二

６１歳（豊　岬）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 【平成２４年９月分 外来診療体制】

受 付 時 間 等応 援 医 師
金木水火月

診　療　科
午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

　８：００～１０：３０
△１３：３０～１５：３０

第２・第４木曜日（１３日・２７日）
留萌セントラル

－○△○－○－○－○内 科

８：００～１０：３０留萌市立 高橋副院長（隔週）－－－－予約予約－－－－循 環 器 内 科

８：００～１０：３０重原医師予約○－－－－－－－－呼 吸 器 内 科

８：００～１０：３０留萌市立より－－－○－－－－－－総　合　内　科

（診療は１４：００から）予約－－－－－－－－－禁　煙　外　来

８：００～１０：３０
第２・第４金曜日（１４日・２８日）
留萌市立　越湖副院長

－○－○－○－○－○外 科

８：００～１０：３０－○－○－○－○－○整 形 外 科

①渡部整形外科 渡部院長
②留萌市立病院より

①第２・４火曜日（１１日・２５日）午前・午後
②第１・３木曜日（６日・２０日）（９：００～１７：００）

整形専門外来
（完全予約制）

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

①旭川医大 井上講師
②札幌医大より

－－○○－－－－△△
小 児 科 ①第１・２・４月曜日（３日・１０日・２４日）午前・午後／（通常は第１～３週の月曜で

すが第３週（１７日）が祝日のため第４週（２４日）に振替）　②毎週木曜日 午前・午後

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師－－－－－－○○－－婦 人 科

（電話にて申し込み）（当院助産師）－－－－－－予約予約－－ミルキー外来

８：００～１１：００旭川医大より－－－－－－－○－－眼 科

８：００～１１：００札幌医大より－－－－－－－－－○皮 膚 科

８：００～１１：００札幌医大より第１・３水曜日（５日・１９日）午前中のみ耳 鼻 咽 喉 科

８：００～１１：００札幌医大より第２・４金曜日（１４日・２８日）午前中のみ泌 尿 器 科

札幌医大 齋藤教授月１回（紹介患者のみ）精 神 科

ひ と の う ご き

～平成２４年７月末～

１．当面の間、「一般内科午後診療は、休診となります。」
２．但し、第２、第４木曜日のみ一般内科の午後診療は行い

ます。（１３時３０分～１５時３０分まで）
３．予約の無い患者さまの診察は９時からの診察となります。
４．コンタクトレンズの処方は行っていませんので、ご了承

ください。

お
知
ら
せ

★夜間・土日・祝日診療は緊急性のある重篤な患者さまに限らせていただきます。
★緊急性のない軽症の患者様は、夜間・土日・祝日の受診は控えていただき、平

日診療時間内に受診されますようご協力願います。（なお、病状などでご心配
なことや、受診を希望される場合は、看護師がご相談を承りますので電話でご
相談ください。ご相談の内容によっては医師と相談し受診の必要性を判断させ
て頂きます。）　電話 ０１６４－６２－６０６０

気象台ひと口メモ
～「高温注意情報について」～

　旭川地方気象台では、上川・留萌地方において最高気

温が３３℃ 以上になると予想した場合に、「高温注意情報」

を当日の朝または昼前に発表し、熱中症への注意を呼び

かけています。　

　また、数日前の段階で、高温を予想した場合には、「高

温に関する気象情報」を発表しています。

　高温が予想された場合は、熱中症の危険が特に高くな

りますので、外出時や屋外での作業時、高齢者、乳幼児、

体調のすぐれない方がおられるご家庭などにおいては、

水分をこまめに補給し多量に汗をかいた場合は塩分も補

給する、カーテンで日射を遮る、冷房を適切に利用し室

温に留意するなど、熱中症に対して充分な対策をとって

ください。

　旭川地方気象台ホームページアドレス

　　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/

　　問合せ先／旭川地方気象台

人口と世帯数
人口 １,３６９人 （＋２人）
 男 ６５６人
 女 ７１３人

 世帯数 　５９６世帯 （＋３世帯）
（　） は前月比



　初山別村民憲章　　１　きまりを守り、力を合わせ心にうるおいのある村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。

● 今月の主な行事予定 ●
（８／１１～９／１０）

行　　　　　事　　　　　等日月
１１松

８

月

１２掌

一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）１３捷

１４昇

初山別村戦没者追悼式１５昌

１６昭

１７晶

星まつり１８松

１９掌

粗大ごみ（全村）２０捷

一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）２１昇

ほしっこくらぶ２２昌

２３昭

破砕・危険ごみ（初山別・千代田地区）２４晶

２５松

２６掌

乳幼児健診
一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）
広報配布（お知らせ版）

２７捷

２８昇

２９昌

３０昭

３１晶

防災訓練１松

９

月

２掌

お茶の間懇談会（有明特別母と子の家）
ＭＲＩ検診

３捷

お茶の間懇談会（豊岬館）
ＭＲＩ検診
一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）

４昇

お茶の間懇談会（自然交流センター）５昌

議員全員協議会６昭

南千代田神社祭、北明里神社祭７晶

８松

９掌

初山別村敬老会
一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）

１０捷

　平日は、北海道立消費生活センター、土日

祝日は、国民生活センターにつながります。

　役場窓口は、経済課水産商工係です。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ
0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。

◎北海道防災会議（事務局：北海道）では、道

内在住の個人及び団体（学校、企業等）を対

象に「北海道シェイクアウト」（自主参加型の

一斉防災訓練）を実施します。

◎「北海道シェイクアウト」とは、時間もかから

ない大変シンプルな訓練で、参加者の防災

意識向上に効果的であるとともに、自主訓練

と組み合わせることなどにより、災害リスクマ

ネジメントの向上が期待されるものです。

●日時／平成２４年８月３０日 午前１０時００分

●参加内容

　それぞれの場所で概ね１分程度、

　①姿勢を低くし、

　②手や腕で首や頭部を守り、

　③揺れが収まるまでじっとする行動

　　（安全運動の１崖２崖３）を実施します。

●参加費・参加方法

　参加費は無料です。

　参加方法は、専用ウェブサイト

（http://www.shakeout.jp）にアクセスし、

申し込みフォームから登録してください。

●募集期間／平成２４年８月２９日（水）まで

●問い合わせ先／詳しくは、専用ウェブサイト

（http://www.shakeout.jp）でご確認いただくか、

留萌振興局 地域政策課 主査（地域防災）

（０１６４崖４２崖８４２６）へお問い合わせください。

「 北 海 道 か ら の お 知 ら せ 」

洗濯機をご愛用の皆さまへ

指を大けがする事故
に気をつけてください ！ ！

北海道シェ イ クア ウ ト参加者の募集 ！ ！

①脱水途中にフタを開けても１５秒以内に洗

濯・脱水槽が止まらない時。

②フタロックが解除されても（脱水終了音が

鳴っても）、洗濯・脱水槽が止まらない時。

※速やかにご購入の販売店もしくは、メー

カーお客様窓口へご相談ください。

※ただし、機種によっては修理ができない場

合もございますので、ご了承願います。

●一般社団法人　日本電機工業会

　ホームページ http://www.jema-net.or.jp/

《こんな時は故障のおそれがあり危険です》

鵜

～ゆっくりした回転でも危険です。～

　洗濯・脱水槽が確実に停止してから洗濯物

を取り出してください。

　洗濯・脱水槽が完全に止まる前に、洗濯物

を取り出そうとすると、衣類が指にからまり

大けが（時には指を切断）をします！

５，００２日 です。

平成２４年７月末現在の 
交通事故死ゼロ日数は、

（新しい目標は５， ５００日達成です ！ ）
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